
ふるさとへの想いをカタチに

寄附でつながる故郷のまちづくり

寄附受付ポータル

サイトの充実など

で前年比約８倍増！

Ｒ２年度
9413万円

Ｈ25年度
47万円

Ｈ26年度
69万円

Ｈ27年度
94万円

Ｈ28年度
1408万円

Ｈ29年度
1653万円

Ｈ30年度
1639万円

Ｒ１年度
1082万円

Ｒ３年度

（９月末時点）
1億518万円

■�

本
町
へ
の
寄
附
額
が
は
じ
め
て

１
億
円
を
突
破

　

町
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
を
活
用
し
、『
ふ
る
さ
と
甲

佐
応
援
寄
附
金
』
と
し
て
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
は
、
生
ま
れ

育
っ
た
故
郷
や
応
援
し
た
い
自
治
体
へ

の
寄
附
を
通
し
て
地
方
自
治
体
を
応
援

で
き
る
制
度
で
す
。
手
続
き
を
行
う
と
、

寄
附
額
の
う
ち
２
千
円
を
超
え
る
部
分

が
、
所
得
税
の
還
付
や
住
民
税
の
控
除

を
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
町
外
在
住

の
寄
附
者
に
は
、
町
の
特
産
品
な
ど
が

お
礼
の
品
と
し
て
贈
ら
れ
、
寄
附
を
通

し
て
地
域
経
済
へ
の
貢
献
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　

町
で
は
、
平
成
29
年
度
以
降
、
寄
附

の
受
付
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
え
る

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
導
入
し
つ
つ
、
町

内
事
業
者
と
連
携
し
て
返
礼
品
の
充
実

を
図
る
な
ど
寄
附
の
受
け
入
れ
拡
大
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

本
町
へ
の
寄
附
額
は
熊
本
地
震
後
に

大
き
く
増
加
し
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん

か
ら
復
旧
・
復
興
へ
の
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ

禍
で
の
巣
篭
り
需
要
な
ど
も
追
い
風
に
、

過
去
最
高
と
な
る
９
４
１
３
万
円
の
寄

附
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
寄
附
額
は
、
さ
ら
な
る
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
拡
充
や
新
た
な
返
礼
品

の
掘
り
起
し
な
ど
が
実
を
結
び
、
９
月

末
時
点
で
す
で
に
１
億
円
を
突
破
。
本

町
へ
の
寄
附
額
が
１
億
円
に
届
い
た
の

は
、
受
付
を
開
始
し
て
13
年
目
に
し
て

は
じ
め
て
で
あ
り
、
現
在
も
前
年
を
超

え
る
ペ
ー
ス
で
寄
附
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
振
興
課

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

　

（
内
線
２
３
２
）

熊本地震後に全国

から多くの支援で

前年比約14倍に！
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■�

寄
附
者
の
想
い
に
応
え
る
ま
ち
づ
く
り

　

町
で
は
、
「
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金
」
で
寄

せ
ら
れ
た
寄
附
を
「
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
基
金
」
と

し
て
積
み
立
て
て
お
り
、
寄
附
者
の
想
い
に
沿
っ
た

ま
ち
づ
く
り
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

寄
附
者
は
、
本
町
へ
の
寄
附
を
申
し
込
む
と
き
に

次
の
４
つ
の
使
途
を
選
択
で
き
ま
す
。

①
ふ
る
さ
と
の
環
境
・
景
観
保
全

②
人
々
の
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

③
明
日
を
担
う
子
ど
も
の
育
成

④
特
に
指
定
な
し
（
熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
）

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
必
要
に
応

じ
て
各
事
業
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
活
用

実
績
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
昨
年
度
、
基
金
を
活
用
し
て
実
施
さ

れ
た
事
業
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
わ
た
し
た
ち

の
ふ
る
さ
と
を
応
援
す
る
温
か
い
想
い
が
、
ど
ん
な

カ
タ
チ
に
な
っ
た
の
か
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　
　

（
内
線
２
２
４
）

ふるさとへの想いをカタチに

１. ふるさとの環境・景観保全

■�緑川への稚鮎放流事業
　かつてお殿様の舌を喜ばせた甲佐の鮎。香魚とも呼ばれる鮎は、主食

のコケがよく育つ清流を好む魚です。甲佐の豊かな自然環境を象徴する

鮎の資源保全のために、令和２年度は約６万匹を緑川に放流しました。

２. 人々の安心安全なまちづくり

■�消防施設等整備計画策定事業
　突然襲い来る火災から地域を守るためには、防火水槽や消防車両、消

火ポンプといった消防施設などの定期的な更新が必要です。いざという

ときの備えとして不可欠な消防施設などの整備計画を策定しました。

３. 明日を担う子どもの育成

■�学校ＩＣＴ整備・活用事業　
　日々の授業だけでなく、学習支援ソフトを活用した学びの質の向上を

図るため、タブレットや電子黒板などのＩＣＴ機器を整備しました。自

然災害による休校時でも、子どもたちの学びの保障につながります。

４. 特に指定なし（熊本地震からの復旧・復興）

■�甲佐町交流拠点備品整備事業
　熊本地震からの創造的復興を担う交流拠点施設。町内外から訪れる多

くの人が甲佐町の魅力に触れ合い、地域と交流できる施設となるために

必要な備品整備を行いました。

「ふるさと甲佐応援寄附金」の

お礼の品については各ポータル

サイトをご覧ください。▶

Ｈ20年度
153万円

Ｈ21年度
180万円

Ｈ22年度
59万円

Ｈ23年度
85万円

Ｈ24年度
169万円

　ふるさと納税制度で寄せられた多くの

寄附金は、自主財源が限られる本町に

とって大きな力となっています。甲佐の

地を離れていても、故郷を想う心は伝わ

ります。町では、皆さんから寄せられた

温かい心とその想いを引き継いで、新し

いまちづくりを進めていきます。

寄附がまちづくり

の 大 き な 力 に

町総務課

郷 史嘉 参事

（南阿蘇村出身）

❖ふるさと納税
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